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研究成果の概要（和文）： 

乳がん患者を対象とした質問紙調査を実施し，配偶者からのサポートでうまく機能していないネガテ

ィブサポート（過剰関与・問題回避・過少評価）が患者の心理的適応に及ぼす影響に関する縦断的検

討を行った．第一に，ネガティブサポートは治療過程において変化すること，第二にネガティブサポー

トの心理的適応への悪影響は,その後の心理的適応に影響すること，第三にネガティブサポートの心

理的適応への影響は，患者の個人特性によって緩衝されることが明らかとなった．結果から，両者の

ダイナミズムを考慮したネガティブサポートに対する早期支援方法を提案した． 
 
研究成果の概要（英文）： 

The present longitudinal questionnaire study was conducted in order to examine the effect of negative 

spousal support (overprotection, encouragement, and management) on the psychological adjustment of 

breast cancer patients. Our results indicate that, firstly, some negative support could be changed through 

the course of treatment. Secondly, the influence of negative support on patients promoted subsequent 

psychological maladjustment. Thirdly, certain individual factors of patients served to buffer against 

psychological maladjustment influenced by negative support. These findings indicate the need for early 

intervention for negative support, in addition to a new psychological support program considering the 

relationship between breast cancer patients and their spouses. 
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１．研究開始当初の背景 

がんは日本人の死亡原因の第一位を占め，

現在では，その約３割を占めるに至ってい

る．がん死を減らすための対策は，がんに

ならないための一次予防，早期発見・早期

治療によるがん死亡を防ぐ二次予防，そし

て，QOL（Quality of Life）を向上させ，再

発・転移を防ぐ三次予防の 3 つの段階があ

る．現在，がん予防に関する情報や高度な

検診が普及しつつあり，がんの治癒率や生

存率の急速な向上につながった．その結果，

多くのがん患者は長期間がんと共に生きる

こととなり，がんの三次予防が注目される

ようになった． 

しかし，三次予防の対象となる慢性スト

レス期にあるがん患者は，医療機関への関

わりが激減することが多く，特に，QOL の

概念の導入によって注目された心理社会的

問題に対する支援に関しては，その重要性

は認められているものの，医療システムの

中で支援体制が組み込まれにくいという問

題が存在する．そのため，患者と家族が相

互にサポートし合うことを支援の一単位と

し，慢性ストレス期にあるがん患者の QOL

を向上させる支援システムを整備・構築し

ていくことが注目されている．  
 
２．研究の目的 

本研究では，患者と家族を一単位とした援

助方略を提案することを目指し，ソーシャルサ

ポート研究の枠組みで患者と家族のサポート

を検討することとした．特に，うまく機能してい

ないサポート資源を有効活用する視点にたち，

術後補助療法を受ける乳がんを対象として，

配偶者からのサポートでうまく機能していない

「ネガティブサポート」を取り上げて，以下の 3

点を検討した．なお，ネガティブサポートは，

著者らの研究によって，下位因子として，過

剰関与・問題回避・過少評価が存在すること

が明らかになっている． 

①患者が配偶者から受けていると認識してい

るネガティブサポートの頻度の時系列変化を

示す． 

②ネガティブサポートが患者の心理的適応

に及ぼす影響の経時的変化を明らかにする． 

③ネガティブサポートの心理的適応への影

響を，他者依存性という個人要因が緩衝し

ているかどうか検討する． 
 
３．研究の方法 

調査協力に同意の得られた大学病院で外

科的手術を受けた乳がん患者 201 名に対し

て，郵送法によって，術前・術後 1 ヶ月・3

ヵ月・半年・1 年・2 年の 6 時点の QOL を

追跡する質問紙調査を行った．また，医療

従事者である共同研究者によって，患者の

属性や疾病に関するカルテ情報を収集した．  

主な調査項目は，ネガティブサポート項

目，性格傾向（NEO），感情抑制傾向，ソー

シャルサポート（サポート数・サポート満

足感），心理的適応（HAD）患者属性（年齢・

化学療法の有無・術式，腋窩の郭清状況，

リンパ節転移の数）であった． 

分析には，相関分析，X２乗分析，多変量

分析（重回帰分析・ロジスティック回帰分

析・構造方程式モデル分析・多母集団同時

分析）を用いた． 
 
 



４．研究成果 
①患者が配偶者から受けていると認識してい

るネガティブサポートの頻度の時系列変化を

示すため，縦断的調査の 6 時点のうち，入院

時（T1;N=201），1 ヶ月後（T2;N=196），半

年後（T3;N=196）のデータを用いて，解析

を行った．配偶者からのネガティブサポー

トの中で，過剰関与と問題回避は時間の経

過に従って減少するサポートであり，過小

評価は変化しないサポートであることが示

された．また，各時点でのネガティブサポ

ートが心理的適応に及ぼす影響を検討した

ところ，3 時点ともに問題回避のみが有意な

影響を及ぼしていた（T1: β=0.27, p<0.01; T2: 

β=0.34, p<0.01; T3: β=0.27, p<0.01）．配偶者

が問題回避的であると報告していた患者に

は，NEO による性格傾向に特徴はなかった

が，感情抑制傾向が強いことがわかった

（r=0.27, p<0.01）．このことから，否定的な

感情を抑制する傾向の強い患者は，配偶者

が問題回避的であると評価していることに

なり，二者間の問題回避は，どちらか片方

ではなく両者のダイナミズムの問題として

捉える必要があることが示唆された． 

②ネガティブサポートが患者の心理的適応

に及ぼす影響の経時的変化を明らかにする

ため，ネガティブサポート，全般的なソーシ

ャルサポート（サポート数・サポート満足感），

心理的適応に関して，手術前・1 ヵ月後・3

ヵ月後の 3 時点でのデータを用いて解析を行

った． 

まず，各変数と年齢を独立変数として，適

応障害の基準を従属変数としたロジスティ

ック回帰分析を行った．その結果，術前

（N=97）は，問題回避ネガティブサポートが

有意傾向となった(OR=2.15, p<0.10)．また，1

ヵ月後（N=75）は化学療法の有無(OR=2.52, 

p<0.10)が，3 ヵ月後（N=56）は問題回避ネガ

ティブサポート(OR=2.52, p<0.10)が有意傾向

となった． 

次に，問題回避ネガティブサポートに着目

し，各時点でのサポートが各時点の心理的適

応得点に及ぼす影響と，前の時点のサポート

がその後の心理的適応に及ぼす影響を考慮

したモデルを構築し，構造方程式モデル分析

を行った（Fig1）．その結果，術前の問題回避

ネガティブサポートが術前の心理的適応に

影響し（Β=0.25, p<0.05），術前の心理的適応

が術後の心理的適応に影響を及ぼしている

（Β=0.41, p<0.05）ことが示唆された（X２乗

値=12.56，p<0.01, CFI=0.96, RMSEA=0.14）． 

これらの結果から，乳がん患者の術後 6 ヶ

月の心理的状態は，術前の心理的状態によっ

て予測され，術前の心理的適応には親しい他

者との関係性が影響すること，また，術後 6

ヶ月の心理的状態は，それ以前の心理的状態

や対処などによって説明されるため，早い段

階で悪循環を止めることが重要であること

が示唆された． 

問題回避的
サポート態度

術前

問題回避的
サポート態度
術後1ヶ月

問題回避的
サポート態度
術後6ヶ月

心理的状態
術前

心理的状態
術後1ヶ月

心理的状態
術後6ヶ月

X２乗値=12.56，p<0.01, CFI=0.96, RMSEA=0.14
*P<0.05, **p<0.01

0.25*

0.41**

Time  
Fig 1 問題回避的サポート態度の長期的影響 

 

③ネガティブサポートの心理的適応への影

響を，他者依存性という個人要因が緩衝して

いるか検討するため，他者依存性の個人差が

顕著になると考えられる術前データを用い

て解析を行った（N=150）．解析に用いた項目

は，患者の属性，ネガティブサポート，心理

的適応（HADS）であった． 



他者依存性得点の平均値で分けて，高群

（N=74）と低群（N=76）に分類した．群間

で，年齢，術式，腋窩の郭清状況，リンパ節

転移の数に違いはみられなかった．各群で，

ネガティブサポートが心理的適応に及ぼす

影響を検討したところ，低群においてのみ問

題回避ネガティブサポート（β=0.50, p<0.01）

と過少評価ネガティブサポート（β=-0.23, 

p<0.10）が心理的適応に有意な影響を及ぼし

ていた．多母集団同時分析を用いて，各群に

おけるパラメーター間で差がみられるか検

討したところ，問題回避的サポートには 5％

水準で，過少評価的サポートには 10％水準で

有意な差がみられた．  

他者依存性によって，ネガティブサポート

が心理的適応に及ぼす影響が異なることが

示された．今後は，サポートの受け手の特性

によってサポートの効果が異なることだけ

でなく，サポートの文脈やサポートの送り手

の特性を考慮して検討していく必要性があ

ることが示唆された．  

3 つの目的によって得られた成果から，患

者と配偶者の両者の視点にたった早期の心

理支援ツールを開発し，乳腺外科のある病院

やクリニックの外来，ホームページ，患者会

などで情報発信する予定である．    
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